












































EF+uq空+v坐+ω坐 -fv=<_1坐十 Ah竺空+Ahり +Avど翌十 F
θtθx θyθz 寸 ρ。θxθx2 θy2 θZ2
①②③④⑤  ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ ⑩ 
これは運動量のバランスを記述する運動方程式の一つである。ここで、 X，y， zは座



























ての煉瓦について 1ステップ後の U， V， W， Pが計算されるわけである。初めは⑮
を除いて全部Oであった右辺の各項が値を持って来ることになる。これを n回繰り返
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図1 数値実験結果の l例:大陸斜面付近に生起する内部潮汐による
運動の発達(計算開始後 1時間毎の流速ベクトル分布)
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6.計算機の発達と数値実験
コンビューターの進歩は数値実験をやってきたものにも多くの恩恵を与えている。
最も大きな点のひとつは、特に結果の出力に際して、プログラムを綿密にチェック
してから実行する必要がなくなったことではないかと思う。グラフを描くにしても
適当にプログラムを作っておいて、出てきたおかしな図を見ながら不都合なところ
を修正した方がはるかに効率的だからである。もちろん、上で触れたように、非常
に速くしかも安価に図が出力されるようになったからである。また、具体的な数値
を見てみたいときもあるが、データ量が膨大であるから、全部を見ることは当然で
きな ~'o 以前はどの部分が見たいかを慎重に検討して、できるだけ紙の無駄がない
ように出力したものである。あまり紙をケチり過ぎて、見たいところがちょっと外
れてしまい、かえって無駄をするということもままあった。今では紙にプリントす
る前に端末の画面でみることができるので、紙の無駄を気にしないで、適当に出力
部分を指定すればよい。見たいところが外れていれば、もう一度やり直せばいいの
だから。 このような点で、数値計算をするときによけいなところに神経を使わない
で済むようになったのは、喜ばしいことである。こちらの言うことが機械に通じな
くて、人間の方が一方的に責められることが減ったのであるから。
ところが多少問題がなくもない。と言うのは、このような人間の対応の仕方は、決
して結果の出力部分だけに留まらず、本計算自体に対しても同様の姿勢になるきら
いがあるわけである。私のような横着な性格の人は少ないのかも知れないが、よく
わからないところはまあやってみて、結果がおかしくなければいいではないか、結
果がおかしければ没にすればよい、ということになる。 1ケースの計算に何万円もか
かるようでは、そういうわけにも行かなかったのである。だからもちろん今でも大
きな計算の前には慎重にならざるを得ないわけだが、その大きな計算の規模が、何
年か前に比べて何十倍にもなっているということである。
別の観点からみると、計算時間を短縮することは、より大きな規模の計算を同じ
予算で実行するということなので、計算屋に取っては重要なことではある。ところ
が苦労して計算時間を短縮するようにプログラムを作り替えると、コンビューター
のレベルアップの方が速くて、苦労の意義は電子技術の進歩の前に霞んでしまうと
いうことになる。もちろん苦労した分だけ速くはなるので、その分はコンビューター
の進歩の分に上乗せされるわけだけれど、いかに安上がりにするかということは電
子技術の方に任せておいて、自然現象を扱っている人間のやることはもっと別の所
にあるのではないかという気になるのも人情である。
思いつきだけを並べてきて、最後にまとめるような内容のものではないので、尻
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切れとんぼで終わらざるを得ないが、コンビュータの能力のほんの一部分だけにか
かわってきた利用者としては、やはりコンビューターはパカチョンに限ると思って
いる。それでグラフィック制御などの様々なソフト関係を最初から自分で勉強しよ
うとしないで、自分の必要なところだけもらってしまおうという虫の良さで、いつ
もセンターの方を煩わせている。最後になってしまったが、この場を借りて御礼申
し上げたい。
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